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「考察」

　個別支援に対するストレングスの視点は「人間自身が持っている本質的な力」に焦点を当て、本来

個人が持っている“こうなりたい”という願望・希望を「目標」という形で表面化させ、それを達成

する利用者主導モデルである。その視点は本人を取り巻く環境も対象となり、精神保健サービスでは

なく既存の資源が持っている「力の活用」も大事にしている。

　これはケアマネジメント実践における基礎的かつ最も重要な視点であるといえる。私自信実践の中で医療・生活を含めた総合的な計画立案を利用者本人と行っていたと思っていたが、欠陥部分に対する精神保健サービスでの立案が殆どで、「資源の宝庫」である地域の調査・開発がなされていなかった気がする。たとえば“食事に対して支援が必要な方”に対する支援として、「地域生活支援センターの訪問での食事づくりの練習」「ヘルパーの活用」「ご家族の協力」など様々な方法があるが、地域に眼を向ければ「弁当屋で配食サービスはできないだろうか」「食材等の配達が商店ではできないか」など既存資源の活用を工夫できるものがある。

今後ケアマネジメントの実践では「地域の情報収集と開発」のため、実際にその土地に足を運び調査・他機関との連携を行っていくことが重要である。

「まとめ」

全ての支援方法に共通する視点である「ストレングス」の実践は、普段自分たちが意識して行っていると思っていたが、例えば普段の会話の中でも、

「働きたい」という会話に対して→「病気が良くなってからにしましょう」（無力化×）

　　　　　　　　　　　　　　　→「良いことですね。では働きに行くにどうしたら良いでしょう」

と答え方を少し変えるだけで、本人の持っている生活目標を達成しようとする動機づけとなる。それは「自分自身の回復に責任があり、たゆまぬ努力の管理者である」という意識へとつながり、最終的には「自分らしい生活を自分の手でやっていく」ことになると今回の研修で学ばせていただきました。

研修で学ばせていただいたことは、

1. 計画立案する際は実際に利用者が住んでいる土地へ行き、自宅周辺の資源や他機関の情報収集を行う。

2. 会話スキルの向上（相手の気持ちを受け入れ、動機づけにつなげる）を施設内研修で行う。

3. 研修の中の事例検討で使用した「ライフイベント」の図式化を本人との面談の際に行い、自分のこれまでのことを振り返っていただく材料にしている。また支援検討会議でも活用予定。

研修に参加させていただき、ありがとうございました。

＜ストレングス視点に基づく支援＞

　ストレングス視点とは、病理や欠陥に焦点を当てるのではなく、利用者の強さや健康さに焦点を当てることを重視し、さらに利用者の生活目標を達成することを第一とする利用者主導モデルを徹底しているところに特徴。

　ストレングス視点は、人間は相互依存的な存在であり、人間の生活の大部分は資源、機会、社会関係を頼りにし、かつそれに貢献していると考える。

＜ストレングスモデルのケアマネジメント目的＞

　利用者が家族、友人、雇用主、大家、隣人、知人などとお互いに満足できる相互依存的な関係を築くことを援助する。すなわち、利用者の生活を取り巻く全ての人々や資源、環境の持っているストレングスを活用し、利用者自身が立てた目標を達成していこうとすること。

１　ストレングスモデルのケアマネジメント原則

· 焦点は病理ではなく個人のストレングス

· 地域を「資源のオアシス」ととらえる　

· 介入はクライエントの自己決定に基づく

· ケースマネージャーと利用者の関係が根本であり本質である

· 果敢な地域訪問は、好ましい介入方法である

· 重篤な精神疾患を有する人々は学習し、成長し、変化し続けることができる。

　

※病理/欠陥に焦点を当てるのではなく個人や環境が潜在的に備えているストレングスに焦点を当て、必要な資源の獲得に当たっては、精神保健サービスではなく既存の自然な資源を強調すべきである。

２　ケアマネジメントの機能

· 契約と関係の確立

· ストレングスアセスメント

· 個人に即した計画の立案

· アドボカシーの実践としての資源の獲得

· 共同で絶え間ない援助家庭の再検討

· 徐々に関係を解いていく

３　ストレングス理論と抑圧：エンパワメント

1）過去のモデルからの抑圧

1 問題は「個人の欠陥」とみなされる

2 損壊モデルでとらえられるための無力感

3 環境の欠陥が振り返られないこと

4 犠牲者を非難する構造

5 世話が継続的で、しかも変化を強制される（指示と大きなお節介）

　　2）人々と地域の力を強化する方法

1 統合とノーマライゼーション

2 相互依存、資源の循環、適応原理などの生態学的視点

3 他者との親密な関係性を中心とした回復力

4 目標達成に裏付けられた希望

5 地域社会（環境）の強さ

6 回復（リカバリー）した人々の存在や言葉

４　ストレングスと問題モデル

　　　　ストレングスの視点　　　　　　　　　　　　問題（欠陥）モデル

	問題は何か？

どこが弱点か？

	

	強さ・資源・能力　長所・今までの経験


　


　　　　これを伸ばす　　　　　　　　　　　　　　これを除去する


　　　　自信の回復、自己肯定感、自己効力感


　　　　問題や欠陥そのものが小さくなる

５　ストレングス視点の支援の原則

1 援助過程の最初の焦点は、それぞれの対象者のストレングス・関心・能力・知識・才能に当てられるのであって、病理や欠陥・症状・弱さに当てられるのではない。

2 援助関係は、協働・相互関係・パートナーシップの1つとなる。それは、他者に対する力ではなく、他者が持っている力との協働・相互関係・パートナーシップである。

3 それぞれの人は、自分自身の回復に責任があり、利用者はたゆまぬ努力の管理者である。支援者は、面倒見の良い地域生活の相談者として尽くす。全ての人々は、学び、成長し、変化する本来の能力を持っている。

4 ストレングスに基づいた利用者を中心にしたアプローチは、地域の普段の生活の中での支援活動を奨励する。

5 地域全体は、サービスの受け手である利用者が利益を得ることのできる潜在的な資源の宝庫である。普段にある資源は、特化され、制度化された精神保健サービスやソーシャルサービスの前に最初に考慮される。










